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承
　
　
認

◇
令
和
２
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
２
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
歳
入
、
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
は
１
５
２
億
９
５
１
８

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

【
追
加
】

・
除
雪
委
託
料　
　
　
　
…
１
０
０
０
万
円

議
　
　
案

◇
令
和
３
年
度
厚
真
町
各
会
計
予
算

　
令
和
３
年
度
厚
真
町
各
会
計
予
算
の
総
額

は
、
１
１
２
億
１
４
７
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

◇
令
和
２
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
２
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
予
算
は
歳

入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
７
３
８
４
万
円
が

減
額
さ
れ
、
総
額
で
１
４
６
億
２
１
３
４
万

円
に
な
り
ま
し
た
。
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
追
加
】

・
医
療
福
祉
介
護
保
育
従
事
者
慰
労
金
交
付

事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
８
５
０
万
円

・
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

…
１
２
３
４
万
円

・
新
町
フ
ォ
ー
ラ
ム
線
道
路
整
備
事
業

…
８
６
４
万
円

・
宇
隆
東
和
線
道
路
整
備
事
業…４

５
０
０
万
円

・
公
営
住
宅
維
持
補
修
事
業…

１
０
０
０
万
円

【
減
額
の
理
由
】

災
害
関
連
事
業
な
ど
の
執
行
残
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業
（
△
１
０
６
２
万

円
）
や
各
種
会
議
な
ど
が
開
催
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

◇
厚
真
町
教
育
研
究
所
の
設
置
に
関
す
る
条

例
の
制
定

町
の
教
育
の
振
興
と
教
育
水
準
の
向
上
に

資
す
る
た
め
、
厚
真
町
教
育
研
究
所
（
京
町

１
６
５
番
地
１
）
を
設
置
し
ま
す
。

行
政
報
告

▼
路
線
バ
ス
の
廃
止
に
つ
い
て

道
南
バ
ス
株
式
会
社
か
ら
本
町
に
対
し
、

令
和
３
年
２
月
24
日
付
文
書
「
特
急
ひ
だ
か

号
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て
」
に
よ
り
、
本
年

４
月
１
日
に
予
定
す
る
ダ
イ
ヤ
改
正
を
も
っ

て
特
急
ひ
だ
か
号
を
廃
止
す
る
旨
の
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。

廃
止
の
理
由
は
、Ｊ
Ｒ
日
高
線（
鵡
川・
様

似
間
）の
鉄
道
事
業
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

伴
う
バ
ス
転
換
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
い
て
、
平
取

町
お
よ
び
新
ひ
だ
か
町
静
内
と
苫
小
牧
市
を

結
ぶ
路
線
の
見
直
し
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
り
、
上
厚
真
停

留
所
を
経
由
す
る
同
社
の
路
線
バ
ス
は
、
苫

小
牧
駅
行
き
が
現
在
の
１
日
５
便
か
ら
４
便

に
、
苫
小
牧
駅
前
発
日
高
方
面
行
き
が
現
在

の
５
便
か
ら
７
便（
う
ち
１
便
は
土
日
運
休
）

に
な
る
予
定
で
す
。
町
で
は
引
き
続
き
、
事

業
者
や
近
隣
市
町
と
連
携・協
調
し
な
が
ら
、

路
線
バ
ス
の
維
持
存
続
に
向
け
最
善
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
暴
風
雪
に
よ
る
農
業
被
害
に
つ
い
て

３
月
２
日
に
、
発
達
し
た
低
気
圧
の
影
響

に
よ
る
暴
風
雪
に
よ
り
、
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
が
損
壊
す
る
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。短

時
間
に
集
中
し
て
重
く
湿
っ
た
雪
が
堆

積
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

倒
壊
、
パ
イ
プ
の
変
形
や
歪
み
な
ど
の
施
設

被
害
に
加
え
、
農
作
物
を
作
付
け
し
て
い
た

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
も
あ
り
、
作
物
被
害
も
発

生
し
ま
し
た
。

３
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、
町
と
Ｊ

Ａ
に
よ
り
全
町
被
害
調
査
を
行
い
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
損
壊
17
戸
25
棟
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
倒
潰
に
伴
う
生
育
中
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

の
折
損
10
ア
ー
ル
の
被
害
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

被
害
額
に
つ
い
て
は
現
在
調
査
中
で
あ
り

ま
す
が
、
施
設
被
害
で
５
５
０
万
円
、
農
作

物
被
害
で
50
万
円
、
被
害
総
額
で
６
０
０
万

円
程
度
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
事
業
の
進
ち
ょ
く

に
つ
い
て

厚
真
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
６
次
産
業
化
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
（
構
成
員
：
エ
ー
ゼ
ロ
株
式
会

社
、
厚
真
町
）
が
実
施
す
る
厚
真
町
「
地
産

地
防
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
６
次
産
業
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業（
北
海
道
補
助
事
業
）に
お
い
て
、

第
２
期
分
公
募
の
結
果
、
請
負
事
業
者
を
決

定
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

公
募
方
法
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
募
集
を
行
い
、
１
月
21
日
に
参

加
表
明
書
の
提
出
、
１
月
28
日
に
企
画
書
の

提
出
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
１
社
か
ら
の
企
画
提
案
が
あ

り
、
書
面
に
よ
る
１
次
審
査
を
経
て
、
２
月

３
日
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
２
次

審
査
を
行
い
、「
地
産
地
防
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
主
幹
企
業
：
株
式

会
社
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
（
宮
城
県
））」
を
請
負
事
業
者
に
決
定
し

ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
基
金
）
を
活
用

し
た
町
独
自
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
事
業

に
つ
い
て
は
現
在
公
募
手
続
き
中
で
あ
り
ま

す
。

▼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
に
つ
い
て

令
和
３
年
第
２
回
臨
時
会
で
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
と

の
厚
真
町
、
安
平
町
、
む
か
わ
町
３
町
合
同

で
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
受
け
入
れ
に

つ
き
ま
し
て
、
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
と

の
協
議
が
整
い
ま
し
た
の
で
、
今
年
２
月
26

日
に
、
む
か
わ
町
で
リ
モ
ー
ト
形
式
に
よ
る

リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
合

意
調
印
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
リ
ト
ア
ニ

ア
共
和
国
側
か
ら
は
、
同
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
ダ
イ
ナ
会
長
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
基
金

マ
ン
タ
ス
会
長
が
出
席
さ
れ
、
日
本
側
は
来

賓
と
し
て
駐
リ
ト
ア
ニ
ア
日
本
特
命
全
権
大

使
の
山
崎
氏
に
リ
モ
ー
ト
で
出
席
い
た
だ
い

た
中
、
厚
真
町
、
安
平
町
、
む
か
わ
町
の
３

町
長
と
の
交
流
実
施
合
意
書
の
取
り
交
わ
し

を
行
い
ま
し
た
。

明
確
な
内
容
は
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
と
協
議
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議 会
令和３年 第１回定例会

令和３年第１回定例会が３月８日
から16日まで、９日間の会期で開催
されました。審議されたのは、令和
３年度各会計予算など議案31件、報
告５件、承認１件で、いずれも原案
どおり可決・承認されました。

政府の地震調査研究推進本部は、平成29年度から全国の主要活断層帯の位置情報等
について「1：25,000活断層図」として整備・公開しています。
昨年11月に国土地理院が公開した「1：25,000活断層図　鵡川」について紹介します。

▶石狩低地東縁断層帯は、主部と南部に区分されており、主部
は美唄市から安平町付近までの長さ約66km、南部は長沼町馬
追丘陵から安平町を通過してむかわ町方向の海底まで続き、そ
の長さは約54km以上と推定されます。

▶昨年公開された活断層図「鵡川」には
厚真町内にも大きく３つのゾーンの活
断層があるとされています。

１厚真町三日月沼付近
２苫小牧市柏原から厚真町共和
３厚真町宇隆からむかわ町春日一区

（図１）石狩低地東縁断層帯図

平成30年北海道胆振東部地震と石狩低地東縁断
層帯との関連性については、地震の専門家によると
以下の理由から、関係性はないといわれています。

① 石狩低地東縁断層帯の方向と地震の方向軸が違う
② 石狩低地東縁断層帯のある深さが違う（石狩低地
東縁断層帯の深さは約10km前後、これに対し胆
振東部地震の深さは37km）

言いかえれば、胆振東部地震のような大きな地震
が、石狩低地東縁断層帯でまた、起きる可能性があ
るということです。

突然の大きな地震が発生しても、被害に遭わないように、寝室や子ども部屋にできるだけ家具
を置かないようにし、置く場合もなるべく背が低い家具にしたり、家具を固定または倒れた時に
出入口をふさいだりしないように家具の向きや配置を工夫しましょう。
このほか、非常持出品と非常備蓄品を備えておきましょう。
非常持出品は、避難する時に最初に持ち出すものです。また、非常備蓄品は、復旧までの数日

間を支えるものです。国の防災基本計画では、「最低３日間、１週間分の備蓄」を推奨しています。

突然の地震災害に備えましょう。

防災のページ
「もしものとき」は明日かもしれない 問い合わせ　総務課 防災グループ ☎ 27-2481

石狩低地東縁断層帯とその周辺
「鵡川」の公開について

町では、災害情報や町からのお知らせが放送される「防災行政無線」を無償貸与しています。

今年１月に地震調査研究推進本部地震調査委員会
は、「長期評価による地震発生確率値の更新について」
を公表しました。
厚真町に大きな被害をもたらすとされる石狩低地
東縁断層帯南部の地震は、マグニチュード7.7以上、
30年以内の発生確率が0.2%以下の「Aランク」（や
や高いグループ）と算定されています。
平均活動間隔は1万7,000年以上で、最新活動時
期は不明です。（いつ起こるかは予測不可能）
以上のことから、町に影響のある地震は、比較的
高い確率で発生する可能性は否めません。

（図２）活断層図「鵡川」




